
大阪地方自治研究センター自治労大阪本部・大阪市立大学大学院創造都市研究科都市共生社会研究分野・大阪市立大学人権問題研究センター共催

①JR新大阪駅より徒歩5分
　東出口（または東出入口）改札を出て左手に進み「東口
　(西淡路方面 )」から階段を下り、専門学校を右手にまっ
　すぐ進んだ後、公園を右に曲がった先。
　※注意：東口の階段は２カ所あります。JR改札口から歩
　　いて真正面（「東中島方面」）ではなく左側の「西淡路方
　　面」の階段から下りてください。
②地下鉄御堂筋線新大阪駅より徒歩10分
　ホーム中央C階段を下り、5号出口からJR新大阪駅東
　出口までお越しいただき①をご参考ください。
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大阪が今、大きく変わろうとしています。
地方分権や財政危機が声高に語られ、従来の施策の大胆な見直しや
カットが提唱され、「大阪を変えよう」という動きが強まっています。
私たちも大阪は変わらなければならないと思います。
しかし、問題はその変わり方です。
大阪はどのように変わるべきなのでしょうか。
どこへ向かって変わっていくべきなのでしょうか。
変わることへの期待が語られるわりには、この「どのように変わる
べきなのか」というという問いは忘れられているようです。
昨今の「大阪を変えよう」というかけ声と動きに対して、
もしかしたらそれらは、変えることを口実に、大阪がながい時間を
かけて築きあげてきた多くの市民のための諸施策までも
一掃しようとしているのではないのか、と私たちは危惧しています。
効率だけを追い求めるビジネスの論理や公務員バッシングで
大阪を「変えてはならない」と私たちは思います。
それでは本当に大阪が解体してしまいます。
今こそ私たち市民にとって本当に望ましい大阪とはどのようなものか、
どのように変わるべきなのか、真剣に考える必要があると思います。
市民のみなさん、一緒に考え、議論してみませんか。

日　時：11月 12日（土）13:30～16:00（開場 13:00）
場　所：市民交流センターひがしよどがわ
 　　　　〒533-0031 大阪市東淀川区西淡路 1-4-18
定　員：100名（申込不要。どなたでもご参加いただけます）
参加費：無料　問い合わせ先：info@co-exciting.com

講 師：鎌田 慧（ルポライター）
司 会：島 和博（大阪市立大学教員）
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